
外国語教育だより令和５年７月１０日発行 第２６号 福島県教育庁義務教育課 

English Wind  英語教育の       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

今号では、福島県教育庁義務教育課の事業紹介をいたします。福島県では令和３年度から、英語を使

って積極的に伝え合うことができる児童生徒の育成を目指し、英語担当教員の研修や小学校・中学校の

連携を中心として、英語教育の改善に取り組んでいます。 

小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配布 

 １ 

（１）英語担当教員の力を育成する「英語担当教員ネクストステージ事業」 

 英語担当教員が英語による言語活動を通して、児童生徒の英語力を伸ばす指導力を向上させるため、動画視

聴研修、授業参観、英語外部試験の受検などを組み合わせた研修に取り組んでいます。 

 動画視聴研修では，福島県の英語教育の現状について理解を深めたり、実際の授業動画を視聴したりします。

授業参観では、小学校と中学校の英語教育をスムーズにつなげることができるように研修します。さらに、中

学校英語教員対象の英語外部試験の受検により、英語担当教員の指導力向上を図ることで，児童生徒の英語力

の向上につなげていきます。 

（２）児童生徒の英語力の向上を目指す「小中英語パートナーシップ事業」 

 児童生徒の「話す」「書く」力を伸ばすため、小学校と中学校が連携して英語教育を推進するモデル学区を設

けています。「豊かな言語活動を通した、小中連携の授業の在り方～英語による発信力の強化を目指して～」を

共通テーマとして、児童生徒の英語力の向上を図っています。 

 基本的に小学校では、デジタルのスピーキング教材を活用し、自分の考えや気持ちを英語で話す活動を推進

し、中学校では、英語外部試験を活用して英語力の向上に取り組んでいます。また小中学校を通して、「英語で

何ができるようになったか」が把握できる「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を活用し、自分の思いや考えを英語で伝え

合うことができる児童生徒を育成しています。 

 

英語による発信力を強化し、児童生徒
が自分の思いを英語で表現したり、伝
え合ったりすることができる。 

英語による言語活動を通して、子どもた
ちの英語力を伸ばす授業を展開する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中英語パートナーシップ事業拠点校及び協力校 

教育事務所 拠点校Ⅰ 拠点校Ⅱ 協力校 

県 北 
本宮市立 
本宮第一中学校 

本宮市立 
本宮まゆみ小学校 

本宮市立 
本宮小学校 

  

県 中 
天栄村立 
天栄中学校 

天栄村立 
広戸小学校 

天栄村立 
大里小学校 

天栄村立 
牧本小学校 

県 南 
西郷村立 
西郷第一中学校 

西郷村立 
米小学校 

西郷村立 
熊倉小学校 

西郷村立 
羽太小学校 

会 津 
会津若松市立 
第五中学校 

会津若松市立 
城南小学校 

会津若松市立 
門田小学校 

  

南会津 
南会津町立 
舘岩中学校 

南会津町立 
舘岩小学校 

    

相 双 
南相馬市立 
鹿島中学校 

南相馬市立 
鹿島小学校 

南相馬市立 
八沢小学校 

南相馬市立 
上真野小学校 

いわき 
いわき市立 
中央台南中学校 

いわき市立 
中央台東小学校 

いわき市立 
中央台南小学校 

  

小中英語パートナーシップ事業では、各教育事務所域内に事業推進地域を設け、その中学校区に拠点

校（小学校1校、中学校1校）と協力校を配置しています。 

 2 

 3 
６月１２日（月）に、県中地区の事業推進地区である天栄村において授業研究会が開催されました。 

大里小学校では伊藤大輔教頭先生とジャクリン先生による５年生の授業、牧本小学校では渡邉美咲先生とジ

ョイス先生による６年生の授業が公開されました。 

大里小学校５年生の授業で子どもたちは、「学びたい教科やなりたい職業」というテーマの基、英語の学び

を深めていました。授業開始から英語でのチャンツやインタビュー活動が連続し、子どもたちはたくさんの英

語に触れていました。タブレット端末を授業中のインタビュー活動や家庭でのリスニング課題に活用するな

ど、ＩＣＴへの取組も参考になりました。 

牧本小学校の授業では、起きる時刻などの日常生活について伝え合いました。この日は ALT の先生以外に

も、スペシャルゲストとして校内の先生方も協力し、英語でのやり取りを楽しんでいました。子どもたちの積

極的な発話、先生の指示や声かけ、歌での雰囲気づくりなど、たくさんの英語があふれた空間でした。事後研

究会でも活発な協議がなされ、子どもたち、先生方とも、学び合える集団であることを感じることができまし

た。 

◆「English Wind」のバックナンバーは、義務教育課 HP から閲覧可能です！     https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/gimukyoiku65.html 


